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本講演では FFLO超流動に関する最近の研究成果についてお話しする。
一つ目の話題はリング型トラップを用いた冷却原子気体における FFLO
超流動である。冷却原子気体で通常用いられる調和型トラップでは、
FFLO超流動の兆候を見ることが一般に難しい。我々は以前の研究にお
いて、リング型トラップを用いることでこの問題を回避できることを示
した [1]。その本質は粒子数インバランスによる擬一次元超流動の自発的
形成であり、その際に現れる FFLO超流動相では回転対称性が自発的に
破れている。我々はこの FFLO相をAngular-FFLO相と名付けた。回転
対称性の自発的破れを伴う FFLO相が回転に対して特有の応答を示すこ
とは想像に難くない。そこで、我々は回転系のAngular-FFLO超流動相
を Bogoliubov-de-Gennes方程式に基づいて調べた [2]。その結果、３つ
の新しい超流動相、（１）巨大量子渦相（２）FF相と LO相の中間状態
（３）半整数量子渦状態が現れることを見出した。
２つ目の話題は多層型２次元超伝導体における FFLO超伝導相である。
多層系では一般に「局所的な空間反転対称性」が破れているために特有
のスピン軌道相互作用が現れる。それが超伝導相の磁気的性質に大きな
影響を与えることが、我々の最近の研究により示された [3]。その結果か
ら特殊な FFLO相が現れることが直ちに予想され、実際に
Bogoliubov-de-Gennes方程式を解いた結果はその予想を再現した [4]。こ
の新しい FFLO相は最近話題の Pair Density Wave (PDW)相の一種だが、
これまでに PDW相が安定となる微視的モデルは知られていない。つま
り、スピン軌道相互作用を持つ多層型２次元系は PDW相を実現する初
めての微視的モデルである。本講演ではこの FFLO超流動相が冷却原子
気体において実現される可能性についても議論したい。
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